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2025年度 酪総研シンポジウム 次第 

 

※12:55～に雪印メグミルクグループが描く「未来ビジョン 2050（EGAO-MEGUMITOWN）」を特別上映します 

 

１．開   会                            13：00 

 

２．主催者挨拶                            13：00～13：10 

雪印メグミルク株式会社 代表取締役社長 佐藤 雅俊  

 

３．基 調 講 演 

 

講 演 １                             13：10～14：00 

「酪農が直面する課題と未来」 

北海道大学大学院 農学研究院 准教授 清水池 義治 氏 

 

講 演 ２                             14：00～14：50 

「酪農乳業が進むべき道とは」 

一般社団法人日本乳業協会 常務理事 本郷 秀毅 氏 

 

【休憩 14：50～15：00】 

 

４．総 合 討 議 

「徹底討論」～日本の酪農乳業をどうするか～              15：00～16：20 

 

座   長： 酪農学園大学 農食環境学群 循環農学類 教授 日向 貴久 氏 

 

パネリスト： 北海道大学大学院 農学研究院 准教授 清水池 義治 氏 

一般社団法人日本乳業協会 常務理事 本郷 秀毅 氏 

   大樹町農業協同組合 前代表理事組合長（酪農生産者） 坂井 正喜 氏 

       中国生乳販売農業協同組合連合会 代表理事会長（酪農生産者） 檜尾 康知 氏 

雪印メグミルク株式会社執行役員 酪農部長 若林 偉彦 氏 

 

５．閉 会 挨 拶                            16：20～16：30 

雪印メグミルク株式会社  執行役員 酪農総合研究所長 津田 知亮  

 

 

６．閉 会                            16：30  

 

 

※実開催会場では 100周年に併せ創業当時の貴重な資料を特別展示しておりますのでぜひご覧下さい 

 



 



 

 

 

「酪農が直面する課題と未来」 

           

 北海道大学大学院 農学研究院 

准教授 清水池 義治 氏 

 

現在、日本の酪農乳業は「令和の酪農危機」と呼ばれる多重的な課題に直面している。本講演では、雪

印メグミルクの歴史的発展を振り返りつつ、現在の危機の構造を分析し、わが国の酪農乳業が目指すべ

き未来の政策と方向性について展望する。  

雪印メグミルクの源流である北海道製酪販売組合は、1925 年に酪農家の救済と酪農振興を目的として

設立された。1920 年代、関東大震災後の関税引き下げによる安価な輸入練乳の流入や、メーカーによる

受乳拒否といった苦境に対し、余剰生乳の受け入れとバター製造・販売を通じてこれに対抗した歴史が

ある。宇都宮仙太郎、黒澤酉蔵ら先駆者たちの尽力により、同社は行政と連携した酪農政策の実現にも大

きく寄与してきた。デンマーク農業の調査に基づいた「第二期北海道拓殖計画」への参画や、乳製品の品

質向上、戦後の共販体制のひな形となる原料乳統制の合意など、その役割は多岐にわたる。現在も掲げら

れる「健土健民」という企業理念は、不毛な掠奪農法を克服し、乳製品の普及を通じて国民の栄養改善を

目指した、事業を通じた社会課題解決の精神を象徴している。  

現代の酪農が直面する危機は、極めて多層的である。第 1 に需要と供給のミスマッチである。2020 年

のコロナ禍以降、経済活動の停滞による需要減少が生じた。2010 年代後半からの増産傾向と重なり、生

産抑制や脱脂粉乳の在庫急増を招いた。第 2 にコストの高騰と所得の減少である。2022 年以降、世界的

なインフレと歴史的な円安により、飼料・資材価格が急騰した。これに対し乳価の引き上げにはタイムラ

グがあり、2022年には家族労働報酬が大きく減少し、酪農経営は苦境に陥った 。第 3に需給調整の機能

低下である。2018 年の改正畜安法以降、系統外出荷が増加し、従来の需給調整が十分に機能しなくなっ

ている。  

これらの課題を克服するためには、単なる在庫対策にとどまらず、需要創出と所得支持を組み合わせた

新たな政策への転換が必要である 。  

第１に酪農版所得支持政策（グリーン・ミルク・ペイメント：GMP）の導入である。食料安全保障を確

保するためには、コストの全てを消費者が負担する「合理的な価格形成」だけでは限界がある 。そこで、

特定の酪農家だけでなく全ての経営を対象とし、乳牛 1 頭あたりに対して直接支払いを行う所得支持政

策を提案する 。これには乳質の向上、自給飼料生産、アニマルウェルフェアへの配慮、環境対策といっ

た加算要件を付加し、多様な酪農経営を支える仕組みとする 。第 2にチーズ国産化による需要創出であ

る。現在、自給率が 1割程度にとどまるチーズ市場において、輸入から国産への置き換えを加速させるべ

きである 。輸入価格との差額を GMP の一部で補填することで、現状の生産量に 40 万トンを上乗せし、

次期酪肉近目標である 780万トンの実現を目指す 。第 3に Jミルク需給変動対策基金の拡充である。輸

出向けの牛乳や脱粉原料製品にも対象を拡大する。  

改正新基本法が掲げる「食料安全保障の確保」は、酪農乳業の存在意義そのものである 。ナチュラル

チーズ・脱粉使用飲料事業に強みを持つ雪印メグミルクには、国産生乳需要の牽引役として大きな期待

がかかっている 。戦前の先駆者たちがそうであったように、行政と連携して革新的な政策をリードし、

日本の酪農乳業の未来を切り拓くことが望まれる 。 

講演１ 





















 

 

 

「酪農乳業が進むべき道とは」 

 

一般社団法人日本乳業協会  

常務理事 本郷 秀毅 氏 

 

雪印メグミルクが創業して 100年、酪総研が創立されて 50年になりますが、他の主要乳業各社もおお

よそ同程度の歴史を有しています。その 100 周年を迎えるに当たって、これまでの先人の数々の苦労や

努力に感謝しつつ、最近の酪農乳業をめぐる情勢を踏まえたうえで、今後の「酪農乳業が進むべき道」を

考えてみました。  

 

本日お話しする内容は、大きく分けて 2つになります。  

第一部は、世界と日本の人口の推移や酪農乳業情勢等です。世界と日本の牛乳乳製品をめぐる情勢変化

を踏まえ、特に近年の需給変動の大きな波に対する関係者の努力の跡をたどった公式的な話題が中心と

なります。第二部は、関係者が一体となった努力にもかかわらず、その努力が実らなかった場合を想定し

た非公式的な話題の提供となります。  

 

世界の情勢をみると、人口は引き続き急増しており、牛乳乳製品の需要は人口以上に急増しています。

他方、日本の人口は 2008年をピークに減少傾向となっており、国産の牛乳乳製品に対する需要は、人口

減少よりも 12年も早くから減少傾向となっています。こうした中で、需要に応じて生産も減少傾向をた

どっていけば、将来的に国内総需要に応じた乳資源の確保や牛乳乳製品の安定的な供給が困難になりは

しないかと危惧します。  

2014 年にバター不足が社会問題化して以降、官民を挙げて数々の生産基盤強化対策が講じられ、その

成果が現れ始めた矢先の 2019年度末に新型コロナウイルスのパンデミックが発生し、それ以来、脱脂粉

乳過剰在庫の処理が業界の主要な課題となっています。こうした中で、新たな「酪肉近代化基本方針」が

策定され、基本方針を踏まえた対応策が講じられています。今後、酪農乳業界が進むべき道として、その

成功を切に願ってやみません。  

 

他方、チーズの関税は 2033年度の撤廃に向けて段階的に削減されており、業界にとっての懸念材料の

一つとなっています。無脂乳固形分需要の確保問題に加え、関税割当がいつ終了するのか、その際に業界

としてどのような対応をとるのかが、酪農乳業が進む道を大きく左右することになると考えます。  

そこで、最後は、既存の制度などの枠に縛られずに、個人的な期待に加え妄想を膨らませて、「酪農乳

業が進むべき道」としてハードルの高い新たな需要創出ではなく、現に需要のあるチーズの生産拡大対

策について様々な案を考えてみました。半ば、笑い話として聞いていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

講演２ 



























おかげさまで創業 周年

自然と人が健やかにめぐるように、

（地球・大地）を愛し、 （生命・人生）を愛する

そんな世界の実現を目指して社会課題に挑んでいく私たちの意思と、

地球規模で取組んでいく私たちの決意が

「 」という言葉には

込められています。

「雪印メグミルクの歴史は北海道バターから始まりました」

創業と同時にバター製造を開始。

年（昭和元年）に近代的工場ができてからは、

最高級品だけを「雪印北海道バター」として販売し、信頼を築きました。

変わらぬおいしさと新しい価値をこれからも。

北海道製酪販売組合が初期に使用した手回しの木製バターチャーン 創立当時のバター製造機器




